様式第１号（第４関係）
企画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	部課室名
	

	担当者名
	



１　共創の相手方
	団体名
	

	共創の概要
	



２　事前確認事項
◆共創相手としてふさわしいかどうかの確認
　　　共創相手が社会的批判を受ける者ではないか、相手方との対話やインターネットによる調査などの常識的・現実的な方法で確認。
　　共創相手が社会的批判を受ける者ではない


３　共創に関する確認事項
　　◆目的
何のために共創するのか目的が明確である

課題
	


　　　目的
	



◆公益性
　 共創による公益性が認められる

　　　取組事項
	


　　　
共創による利益
	県の利益（公益）
	相手方の利益

	
	



[bookmark: _Hlk141260176]◆役割分担
　　　　　共創を進める上でのお互いの役割分担（強み）が確認できる


	県の役割（強み）
	相手方の役割（強み）

	
	




◆共創の始期及び終期
　　　共創に携わる期間が確認できる


	　共創の始期
	共創の終期

	
	




[bookmark: _Hlk150431746]※上記の５つの項目すべてにチェック（✔）が入る場合のみ共創が可能。

